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運輸業業種

電気事業業種

運送業務車の管理活用分野

配電工事のサポート活用分野

スマートフォン、ICチップ、
Bluetoothテクノロジ

タブレット、GPS、写真情報の
高度化テクノロジ
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スマホと車載機の連携で安全性と効率を向上
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日本通運株式会社

日本通運株式会社
http://www.nittsu.co.jp/ 所在地 東京都港区東新橋1丁目9番3号

　幅広い物流事業を担う日本通運では、
人（スマートフォン）と車両（車載機）と機
能（システム）を結び付ける、新しいオペ
レーション支援システムを構築した。
　ICチップによる出退勤の記録や、運転
者・作業者が持つスマートフォンでは法令
に沿った勤務実態の把握、営業受付デー

タと連携できるフロントシステムなどを活用。
　スマートフォンと車載機の間は
Bluetoothでつなぎ、これまで車載機側
で行っていた登録作業をスマートフォンに
一元化。操作性の向上を図った。データ
はNTTドコモの閉域網より同社のサーバ
（プライベートクラウド）に蓄積される。

　導入後は、車両の動態管理、作業報告、
安全運転状況、車両運行費用やCO2排
出量、運転者の勤務状況などをリアルタイ
ムに把握することが可能となった。また、
ドライブレコーダーで運転者ごとの運転
特性を把握することで、危険予知トレーニ
ングや教育指導を充実させている。
　これらの結果、業務の効率化、安全性
の向上、燃費消費率の改善など様々な効
果を生んでいる。蓄積された膨大なデー
タは業務改善や経営の意思決定に活か
していく計画である。
　さらに、同社が力を入れている国際物
流事業における多国間輸送に対応する
ため、国境をまたいだ通信試験を進め、
2015年よりベトナム・ラオス・カンボジアに
おいてサービスを開始した。

　首都圏に電力を供給する東京電力は、
電柱600万本を所有し、配電部門では、
提携会社に年間220万件に及ぶ工事を発
注している。工事会社では、現場でメモし
帰社後に清書する書類作成や現場写真
の整理作業、現場と事務所との情報共有

に課題を抱えていた。
　そこでタブレットを利用した配電工事
モバイルシステムの導入を検討。現場で
の記録や撮影画像の報告をタブレット1
台で行い、帰社後の重複作業を削減し
た。導入にあたって一部では戸惑いや抵

抗感のある利用者もいたため、説明会や
操作研修を重ね、現行書類とタブレット
の画面をできるだけ変えないなど工夫を
して導入に至った。
　工事開始・終了をモバイルに登録するこ
とで、作業日報の作成を簡略化した。また
工事箇所をタブレットの地図上にプロット
することで訪問先の確認を容易にした。
　現場写真については、タブレットのカメ
ラで撮影し、システム上に送信することで
報告が完了する。写真には時間と場所が
記録され、データの健全性を保っている。
リアルタイムの写真共有によって、工事内
容変更による協議時間の短縮や事務所
からの作業指示が可能となった。また、
作業者の現在地が確認できるので、無通
告による現場パトロールも実現した。

配電工事作業を効率化するタブレットシステム
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図　スマホと車載機が連携するオペレーション支援システム
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・移動経路や作業状況の追跡
・車両の状況　作業計画（実績）作成
・安全運転管理・エコドライブ推進
 （運行データの蓄積・分析・活用）
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図　配電工事モバイルシステム

工事会社（事務所）工事会社（現場） 東京電力 配電部
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1．現場と帰社後の2重作業の回避
2．リアルタイムの写真共有

3．現場での地図活用
4．パトロールにおける位置情報の活用
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